
春

は

新

た

な

生

命

の

息

吹

に

満

ち

た

季

節

。

春

爛

漫

の

さ

る

四

月

十

五

日

に

春

季

例

祭

が

ご

斎

行

さ

れ

ま

し

た

。

春

祭

は

そ

の

年

の

豊

作

を

祈

念

す

る

の

が

由

来

で

す

。

当

社

で

は

献

湯

神

事

を

執

り

行

い

、

参

拝

者

は

巫

女

舞

で

湯

釜

か

ら

振

り

ま

か

れ

る

湯

を

浴

び

て

、

無

病

息

災

を

祈

り

ま

し

た

。

二

月

か

ら

五

月

に

か

け

て

の

こ

の

時

期

に

は

、

七

社

の

末

社

の

お

祭

り

が

各

祭

礼

日

に

執

り

行

わ

れ

ま

す

。

中

で

も

四

月

五

日

の

い

ぼ

大

神

祭

に

は

多

く

の

氏

お

お

か

み

子

様

が

参

列

さ

れ

ま

し

た

。

「

い

ぼ

さ

ん

」

の

名

で

親

し

ま

れ

て

い

る

拝

殿

前

の

大

き

な

モ

チ

の

御

神

木

。

そ

の

木

肌

と

自

身

の

肌

を

交

互

に

撫

で

る

と

病

が

治

る

と

い

う

病

気

平

癒

の

神

様

で

す

。

毎

日

早

朝

か

ら

多

く

の

参

詣

者

が

木

肌

を

撫

で

る

た

め

、

つ

る

つ

る

と

し

た

木

肌

の

い

ぼ

さ

ん

。

昔

か

ら

の

長

く

篤

い

信

仰

が

伺

え

ま

す

。

神

様

の

お

使

い

の

巳

さ

ん

が

い

ら

っ

し

ゃ

る

と

伝

え

ら

れ

る

た

め

、

お

祭

り

に

は

た

く

さ

ん

の

玉

子

を

お

供

え

す

る

の

が

慣

わ

し

で

す

。

他

は

二

月

三

日

の

節

分

祭

と

合

わ

せ

て

高

良

社

祭

、

同

二

十

七

こ

う

ら

し

ゃ

日

に

初

巳

祭

と

し

て

楠

木

社

・

北

斗

社

祭

典

、

翌

二

十

八

日

に

初

午

祭

と

し

て

稲

荷

社

祭

典

を

執

り

行

い

ま

し

た

。

今

月

は

五

月

十

日

に

春

日

社

祭

、

同

十

五

日

に

若

宮

社

祭

が

ご

斎

行

さ

れ

ま

す

。

こ

の

春

の

佳

き

日

に

皆

様

ど

う

ぞ

ご

参

拝

く

だ

さ

い

。

今

年

も

四

月

初

旬

に

参

道

沿

い

の

三

本

の

桜

が

満

開

を

迎

え

ま

し

た

。

お

宮

参

り

や

入

学

式

を

終

え

て

記

念

撮

影

す

る

参

詣

者

、

お

散

歩

中

に

一

休

み

の

花

見

を

す

る

ご

年

配

の

方

な

ど

毎

年

心

穏

や

か

な

風

景

で

す

。

来

年

も

憩

い

の

ひ

と

時

に

お

立

ち

寄

り

下

さ

い

。
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第
四
号

大

宮

神

社

旭
区
大
宮

三
の
一
の
三
七

大

宮

神

社

社

報

八

幡

神

と

い

わ

れ

る

十

五

代

応

神

天

お

う

じ

ん

皇

は

、

仲

哀

天

皇

の

第

四

皇

子

で

母

は

ち

ゅ

う

あ

い

神

功

皇

后

で

す

。

平

安

末

期

の

歴

史

書

じ

ん

ぐ

う

『

扶

桑

略

記

』

に

よ

る

と

、

六

世

紀

欽

明

天

皇

の

御

代

に

大

分

県

宇

佐

に

八

幡

神

が

現

れ

「

わ

れ

は

十

五

代

応

神

天

皇

」

と

名

乗

っ

た

と

伝

え

ら

れ

ま

す

。

大

分

県

の

宇

佐

神

宮

は

全

国

八

幡

神

社

の

総

本

社

で

す

。

応

神

天

皇

は

歴

史

に

実

在

し

た

最

初

の

天

皇

と

も

い

わ

れ

、

百

済

か

ら

の

帰

化

人

の

受

け

入

れ

や

中

国

か

ら

の

文

化

導

入

を

積

極

的

に

進

め

、

四

十

一

年

間

の

治

世

で

日

本

文

化

の

基

礎

を

築

い

た

と

い

わ

れ

ま

す

。

母

の

神

功

皇

后

が

三

韓

征

伐

に

て

朝

鮮

半

島

へ

出

征

し

た

折

に

は

、

胎

内

に

い

な

が

ら

霊

威

を

発

揮

し

た

と

さ

れ

胎

中

天

皇

と

も

称

さ

た

い

ち

ゅ

う

れ

ま

し

た

。

天

応

元

年

（

七

八

一

年

）

に

朝

廷

か

ら

宇

佐

神

宮

に

八

幡

大

菩

薩

の

神

号

が

贈

ら

れ

、

鎮

護

国

家

・

仏

教

守

護

の

神

と

な

り

全

国

の

寺

に

勧

請

さ

れ

八

幡

信

仰

は

広

が

り

ま

し

た

。

ま

た

中

世

に

は

武

士

の

信

仰

も

篤

く

、

武

の

神

と

し

て

も

広

く

信

仰

さ

れ

ま

し

た

。

（

続

）

四

月

五

日

い

ぼ

大

神

祭

祈
祷
案
内

初

宮

詣

七

五

三

詣

家

内

安

全

厄

除

病

気

平

癒

自

動

車

祓

改

築

・

転

宅

清

祓

地

鎮

祭

な

ど

各

種

出

張

祭

典

お

電

話

で

ご

予

約

下

さ

い

☎

０

６

（

６

９

５

１

）

２

１

９

６

大

宮

神

社

の

神

さ

ま

③

主

祭

神

・

応

神

天

皇

昨

秋

大

宮

小

学

校

四

年

生

が

境

内

を

写

生

し

た

作

品

が

一

月

の

校

内

作

品

展

で

展

示

さ

れ

ま

し

た

。

体

育

館

の

壁

に

貼

り

出

さ

れ

た

子

供

達

の

絵

は

、

建

築

物

や

風

景

を

細

か

に

観

察

し

て

丁

寧

に

描

か

れ

て

い

ま

し

た

。

氏

神

様

の

境

内

で

写

生

し

た

思

い

出

が

い

つ

ま

で

も

子

供

達

の

心

に

残

り

ま

す

よ

う

に

。

境

内

だ

よ

り

春
の
お
ま
つ
り

春

季

例

祭
と
七

社
の
末

社

祭

典

四

月

十

五

日

春

祭

献

湯

神

事

平

岡

優

姫

さ

ん

の

作

品

体

育

館

で

の

作

品

展

今年も満開の桜
お花見に訪れる人多く
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